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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

旧避難指⽰区域等では、被覆作物としてレッドトップを導⼊した農地の保全管理が注⽬されて
いる。本種は、斑点⽶カメムシ類の発⽣源になることが懸念されるが、7 ⽉中旬に刈り払うこと
で⽔稲出穂期間中の斑点⽶カメムシ類の発⽣を抑制できる。 

                                                
（１） レッドトップは 2018 年 10 ⽉ 15 ⽇に播種し、2019 年と 2020 年に斑点⽶カメムシ類のす

くい取り調査を実施した。 
（２） レッドトップにおける斑点⽶カメムシ類の発⽣消⻑は、成⾍が 7 ⽉上旬まで増加し、幼⾍

が 7 ⽉中旬から 8 ⽉上旬にかけて増加した(図１)。 
（３） レッドトップを 6 ⽉、7 ⽉、8 ⽉の中旬の 3 回に分けて年 1 回刈り払いしたところ、レッド

トップを 7 ⽉中旬に刈り払いした後は、8 ⽉中旬まで斑点⽶カメムシ類の発⽣が２頭以下
に減少した(図２)。 

 

２ 期待される効果 

（１） 保全管理中に被覆作物としてレッドトップを導⼊した際に、近隣⽔⽥における斑点⽶カメ
ムシ類対策の参考となる。 

 

３ 活⽤上の留意点 

（１） レッドトップを栽培しているほ場の近辺に⽔稲を作付けしている⽔⽥がある場合は、7 ⽉中
旬に刈り払いを推奨する。 

（２） 6 ⽉の刈り払いは、レッドトップの 2 番草が出現し、⽔稲出穂時期に斑点⽶カメムシ類が増
加する可能性がある。8 ⽉の刈り払いは、斑点⽶カメムシ類を⽔⽥に追い込む可能性がある。 

（３） 夏場の刈り払い作業になるため熱中症対策を⾏う。 
（４） レッドトップは播種から 2 年⽬になると雑草が増加する可能性がある。 

 



 

Ⅱ 具体的データ等  

 
 
 
 

 
 
 
 
Ⅲ その他 
１ 執筆者 

三本菅猛 

２ 実施期間 

   令和２年度 
３ 主な参考⽂献・資料 
   なし 
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図２  ７⽉刈り払い区のカメムシ類の発⽣消⻑(2020) 

図１  無処理区の斑点⽶カメムシ類の発⽣消⻑(2020) 


